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H11年 4月

H19年 8月

H21年度

・商工観光関係者、市、県警、
湯沢河川国道事務所

・H21年度に３回開催し、その後休止

R2年 2月

R2年 6月29日

R3年11月19日

道の駅おがち周辺の活性化

今 回

R4年度～

道の駅「おがち」開駅

雄勝こまちIC開通

第１～３回 道の駅おがち利用促進検討会開催

横堀道路の開通見通し公表（令和7年度内）

第４回 道の駅おがち利用促進検討会開催
《道の駅おがちの利活用に向けた意見交換》

第５回 道の駅おがち利用促進検討会開催
《利用促進、利便性向上について》

具体計画の展開

R7年度横堀道路供用予定

《湯沢市 策定》
R3年5月 道の駅おがち「小町の郷」

周辺の活性化に係る基本方針
R3年8月 道の駅おがち「小町の郷」

周辺整備基本構想

《湯沢市 策定予定》
R4年3月 道の駅おがち「小町の郷」

周辺整備基本計画

東北中央自動車道全線供用
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R2年6月に雄勝地域のまちづくり方針に基づき「道の駅おがち」を起点とした、地域の魅力を高めて交流を促す
まちづくりの展開とあわせ、「道の駅おがち」の利用促進、利便性向上について検討することを目的に開催。

●第4回 道の駅おがち利用促進検討会
・日時 ： 令和2年6月29日（月） 13:30～
・会場 ： 湯沢市雄勝総合支所 2階会議室

▼検討会委員名簿 ※代理：6月29日の代理出席者

▼第4回検討会 開催状況

《議事概要》
・道の駅おがちの最大の利点は、南から秋田県に入って最初の道の
駅であり、そのメリットを最大限生かす必要がある。

・広域から人が来て頂けるようにするとともに東北中央自動車道の休
憩施設として利便性を良くする必要があるため、道の駅おがちと雄勝
こまちＩＣのアクセス改良は重要。

・地域が目指す道の駅の方向性を検討した上で、それを踏まえた必
要なソフト・ハードのメニューについて引き続き検討が必要。

所　属 役　職 氏　名 備　考

1 株式会社 小町の郷 代表取締役社長 押　切　宗　助

2 湯沢市雄勝観光協会 会　長 高　橋　修　一

3 雄勝野づくり連絡協議会 会　長 戸　部　尚　武

4 湯沢商工会議所 会　頭 和　賀　幸　雄

5 ゆざわ小町商工会 会　長 佐　藤　正　明 代理：副会長 高嶋 伸夫

6 湯沢市観光物産協会 会　長 高　橋　弘　隆 代理：専務理事 松田 一彦

7 秋田県雄勝地域振興局 局　長 杉　山　　　徹 代理：建設部長 高橋　悟

8 秋田県警察本部　湯沢警察署 署　長 三　浦　　　悟 代理：交通課長 遠田 一彦

9
国土交通省 東北地方整備局
湯沢河川国道事務所

所　長 日下部　隆　昭

10 湯沢市 市　長 鈴　木　俊　夫


